
Excelで大きなデータを取り扱うとき、下や横にカーソルを移動すると何の項目か分からな
くなってしまったり、どこのデータを見ているか分からなくなってしまうなんてことあり
ませんか？そんな時は「ウィンドウ枠の固定」という機能を使えば、問題も解消されスト
レスなくデータを確認することができちゃうんです！

例えばこのようなデータがあった場合、これでは何のデータだかよく分かりませんよね。
そんな時に便利な機能です！

■「ウィンドウ枠の固定」で見たい箇所を固定する
ウィンドウ枠を固定する際には、固定したい範囲を除いた表の一番左上を選択します。
例）3行目の項目名とB列の販売担当者名を常に表示させたい場合は、C4のセルを選択

「表示」タブ→「ウィンドウ枠の固定」→「ウィンドウ枠の固定」を選択

そうするとC4のセルで固定され、カーソルを移動しても項目名の行と販売担当者名の列は
常に見えている状態になります。

いかがでしょうか。このたったひと手間を加えるだけで、見る人に配慮したわかりやすい
データになりましたね。


